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Ⅴ． 廃棄寸前救われた薬害資料の緊急避難  
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１．緊急収集活動

 

◆ 筋短縮症・福岡薬害スモン記

福岡スモン

大阪人権博物館

 

緊急収集活動

筋短縮症・福岡薬害スモン記

スモン団体の事務所

権博物館の一角

廃棄寸前

場所；大阪人

 

緊急収集活動： 廃棄寸前救

筋短縮症・福岡薬害スモン記

事務所の移転

一角に移管した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による）

廃棄寸前に救われた

大阪人権博物館

棄寸前救われた

筋短縮症・福岡薬害スモン記録の

転に伴い、資料

した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による）

われた筋短縮症資料

権博物館の地下書庫前
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われた薬害資料

の緊急収集

資料が保存されていた

した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による）

筋短縮症資料と福岡

地下書庫前、2階作業室

害資料の緊急避難

収集 

されていた建物

した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による）

福岡スモン資料

階作業室 

緊急避難 

建物が壊されることから、

した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による）

資料 

されることから、

した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による）

されることから、資料を

した。（薬害被害者連絡協議会と栗原敦さんの協力による） 

 

 



◆ 薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

 

企画展 

展示期間：

主  催：全国薬害被害者団体連絡協議会

共  催：大阪人権博物館

 

 戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

療体制の確立を目指し始めた

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

れる先行条件となった。

なお、薬害被害

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

各々の生の営みは、多くの輝きに満ちたものでもある。

薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

 薬害を語り継ぐ－サリドマイド・スモン・薬害ヤコブ

展示期間：2015 年

催：全国薬害被害者団体連絡協議会

催：大阪人権博物館

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

療体制の確立を目指し始めた

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

れる先行条件となった。

なお、薬害被害との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

各々の生の営みは、多くの輝きに満ちたものでもある。

薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

薬害を語り継ぐ－サリドマイド・スモン・薬害ヤコブ

年 10 月 17 日

催：全国薬害被害者団体連絡協議会

催：大阪人権博物館 

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

療体制の確立を目指し始めた

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

れる先行条件となった。  薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

各々の生の営みは、多くの輝きに満ちたものでもある。

薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

薬害を語り継ぐ－サリドマイド・スモン・薬害ヤコブ

日(土)～12 月

催：全国薬害被害者団体連絡協議会

（会場：大阪人権博物館特別展示室）

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

療体制の確立を目指し始めた 1940 年代後半から現在まで、薬害は繰り返されてきた。公害同

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

各々の生の営みは、多くの輝きに満ちたものでもある。
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薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

薬害を語り継ぐ－サリドマイド・スモン・薬害ヤコブ

月 19 日(土)

催：全国薬害被害者団体連絡協議会 

（会場：大阪人権博物館特別展示室）

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

年代後半から現在まで、薬害は繰り返されてきた。公害同

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

各々の生の営みは、多くの輝きに満ちたものでもある。

（企画展「薬害を語り継ぐ」チラシより）

薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

薬害を語り継ぐ－サリドマイド・スモン・薬害ヤコブ

) 

（会場：大阪人権博物館特別展示室）

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

年代後半から現在まで、薬害は繰り返されてきた。公害同

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

各々の生の営みは、多くの輝きに満ちたものでもある。 

（企画展「薬害を語り継ぐ」チラシより）

薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動

薬害を語り継ぐ－サリドマイド・スモン・薬害ヤコブ 

（会場：大阪人権博物館特別展示室） 

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

年代後半から現在まで、薬害は繰り返されてきた。公害同

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

（企画展「薬害を語り継ぐ」チラシより）

薬害関連資料の展示：薬害被害者連絡協議会と大阪人権博物館の活動 

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

年代後半から現在まで、薬害は繰り返されてきた。公害同

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

（企画展「薬害を語り継ぐ」チラシより）

 

戦後、それまでの医制から医師法、医療法、旧薬剤師法などが整備され、日本が近代的医

年代後半から現在まで、薬害は繰り返されてきた。公害同

様、薬害も科学技術の産業化を急速に振興することを優先し、様々な危険を軽視してゆくこ

とによってもたらされた人災である。医薬品の安全性よりも利便性をも含む有用性が強調さ

れ、より多く販売されることが良いことであるかのような価値観は薬害が必然的に生み出さ

薬害被害は、筆舌に尽くし難い苦痛や死をもたらし、被害者は今

との闘いを余儀なくされている。しかし、一方で被害者は、その傷ついた身

体から発せられる叫びにも似た想いに支えられて、日々薬害根絶への活動を続けている。 今

回の企画展示は、それぞれの薬害が単に過去の歴史なのではなく、近代社会そのものに内在

する根本的欠陥を、あざやかに指し示す教訓の宝庫であることを実感してもらうとともに、

薬害被害者が、被害とともに生きてきた軌跡は、決して平坦なものではないものの、被害者

（企画展「薬害を語り継ぐ」チラシより） 
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『スモン事件と法』、淡路剛久、有斐閣、1981 年 
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477 
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